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3.その他環境保全に関する事項
①植⽣検討会
②環境保全に関する情報の公表
③北広島市︓市道⻄裏線関連



◆本線︓切⼟法⾯ 植⽣復元
383.その他環境保全に関する事項 ①植⽣検討会

【モニタリング結果︓第6回植⽣検討会（R6.11.28）決定事項】
［切⼟法⾯︓CRF種⼦吹付］
• 3年⽬(R5年)にケース2〜5でCRFが衰退、4年⽬(R6年)に全ケースでCRFと外来種が増加

⇒3年⽬のCRF衰退後、主に外来種の増加がみられた。
 植⽣の遷移状況確認（CRFの衰退と在来種・外来種の⽣育状況を把握）のため

施⼯後5年程度（令和9年度まで）モニタリングを継続

［切⼟法⾯︓在来種苗導⼊］
• R4導⼊ヨツバヒヨドリ162株︓活着率67.9％（導⼊後2年）⇒減少傾向だが半数以上⽣育
• R5導⼊9種655株︓種別活着率71〜100％（導⼊後1年）
• ヤマブキショウマと

ウツボグサが開花
⇒早期の再⽣産が期待できる

• R6もSP1470〜1710付近に
約540株の在来種苗を導⼊

 在来種の育苗、切⼟のり⾯
への導⼊を継続（R7まで）

 導⼊苗の⽣育状況を把握する
ため導⼊後2年程度
（R9まで）モニタリングを
継続 図27.切⼟法⾯ 植⽣フィールド試験モニタリング結果

*CRF期待本数（株/㎡）ケース1:- / ケース2:100
ケース3:250 / ケース4:500 / ケース5:1000
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◆本線︓盛⼟法⾯ 植⽣復元
393.その他環境保全に関する事項 ①植⽣検討会

【モニタリング結果︓第6回植⽣検討会（R6.11.28）決定事項】
［盛⼟法⾯︓法覆基材⼯］
• 植被率︓45〜100％ ⇒植被率向上（図2-7上段右参照）
• 優占種︓シロツメクサ等の「畑地雑草」主体
➢在来種の侵⼊状況把握のため、苗導⼊後2年（R9まで）モニタリングを継続
［盛⼟法⾯︓在来種（ヨツバヒヨドリ）苗 R4試験導⼊］
• 活着率62%（60株中37株確認）、草丈平均 45〜95cm、2箇所で開花を確認

⇒ ⽣育は良好で、今後再⽣産が期待できる
➢在来種の育苗、盛⼟のり⾯への導⼊（R7）
➢導⼊種の⽣育状況把握のため、苗導⼊か

ら2年間（R8〜9）モニタリングを継続
［起点側本線盛⼟のり⾯における外来種

対応︓第5回植⽣検討会（R6.7.18）
決定事項（令和6年11⽉7⽇実施済）］

• ヤナギ挿し⽊により、将来的にのり⾯上
へ樹冠を形成し、⽇当たりの悪化により
外来種が繁茂しにくい環境とする。

図28.盛⼟法⾯ 法覆基材⼯モニタリング結果
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◆⼯事⽤道路・施⼯ヤードの植⽣復元︓表⼟ブロック移植⼯
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【モニタリング結果︓第6回植⽣検討会（R6.11.28）決定事項】
• 全地点で植被率98％以上で、在来種が優占していた ⇒ 良好な状態であった
• 良好な状態で保管されており、使⽤可能と評価、復元を実施した（R6.9〜10⽉実施済）。
➢復元から2年間（R7〜8年）、モニタリング調査を実施し、効果を検証する。

3.その他環境保全に関する事項 ①植⽣検討会

図29.表⼟ブロック 植被率モニタリング結果

表⼟ブロック移植⼯による復元）実施状況

起点側 復元先作業状況
（令和6年9月26日）

起点側 仮置場作業状況
（令和6年9月26日）

終点側 復元先作業状況
（令和6年9月25日）

終点側 仮置場作業状況
（令和6年9月25日）

【起点側（1号橋） 植被率】 ⇒ 全地点で在来種95％以上

【終点側（3号橋） 植被率】 ⇒ 全地点で在来種85％以上

植
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％
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植
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率
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■：在来種、■：外来種

土砂堆積により消失



◆⼯事⽤道路・施⼯ヤードの植⽣復元︓法覆基材⼯ほか
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【モニタリング結果︓第6回植⽣検討会（R6.11.28）における合意事項】
［⼯事⽤道路・施⼯ヤード︓法覆基材⼯］
• 平坦地は被覆厚10cm、斜⾯部は被覆厚15cmで被覆した（R6.9〜10⽉実施済）。

［⼯事⽤道路・施⼯ヤード︓ヤナギ埋枝⼯+在来種苗導⼊］
• 冠⽔・⼟砂堆積した平坦部は輪厚川河畔林より採取したヤナギでヤナギ埋枝⼯を実施。
• 併せて、ビロードスゲなど湿潤環境に適応した在来種苗を導⼊した（R6.11⽉実施済）。

➢復元から2年間（R7〜8年）、モニタリング調査を実施し、効果を検証する。

3.その他環境保全に関する事項 ①植⽣検討会

法覆基材⼯による復元実施状況

ヤナギ埋枝⼯+在来種苗導⼊による復元実施状況

［平坦部］樹林隣接箇所
（令和6年10月3日）

［斜面部］
（令和6年9月25日）

［平坦部］復元後に落下した
ミズナラ種子

（令和6年10月3日）

［平坦部］人為環境隣接箇所
（令和6年11月7日）

起点側 導入したビロードスゲ苗
（令和6年11月7日）

終点側 埋枝・導入後の状況
（令和6年11月8日）

起点側 ヤナギ埋枝作業状況
（令和6年11月7日）

起点側 埋枝したヤナギ
（令和6年11月7日）
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◆外来種駆除
抜き取り種︓オオハンゴンソウ、オオアワダチソウ、ケカナダアキノキリンソウ、アメリカオニアザミ
【第6回植⽣検討会（R6.11.28）での合意事項】
• 表⼟ブロックとその周辺の外来種は、調査実施者が除去。
• ⼯事区域周辺の外来種はボランティア・⼯事関係者合同で除去（R6.8.26、10.3）。
• 除去した植物体は、適切に処分した。
➢ 今後、外来種駆除を北海道から北広島市へ継承し、継続する。
➢ 令和9年度までを引継ぎ期間とし、詳細な実施⽅法を検討していく。

抜き取り作業(9月5日)

3.その他環境保全に関する事項 ①植⽣検討会

外来種駆除の状況（⼀⻫駆除 令和6年8⽉26⽇）
起点側 作業状況

起点側 除去した外来種
⼟のう袋 98袋分 終点側 作業状況

終点側 除去した外来種
⼟のう袋 92袋分

外来種駆除の状況（⼀⻫駆除 令和6年10⽉3⽇）
起点側 作業状況

起点側 除去した外来種
⼟のう袋 23袋分 終点側 作業状況

終点側 除去した外来種
⼟のう袋 32袋分



433.その他環境保全に関する事項 ②環境保全に関する情報の公表

【今後の予定】

○今後のHPにおける公表にむけて資料作成予定。

○これまでの協議会で討議され、承認された内容を掲載。

紙媒体の特徴 Webの特徴

メリット ①⼀覧性がある（視認性が⾼い）

②保管性・再読性が⾼い

①多くの⼈が閲覧できる

②更新が容易である

デメリット ③⼊⼿できる⼈が限られる

④更新が難しい

③⾒え⽅が限定的（視認性が低い）

④保管性・再読性が低い

→ 印刷前提のレイアウトで解消可能

表16.参考︓紙媒体とWebとの⽐較



443.その他環境保全に関する事項 ②環境保全に関する情報の公表

【参考︓HP公開例】
A 回避・低減
B 代償 計画段階における配慮
C 検討継続 ⽴地・配置 規模・構造 施設・設備

保全措置
A0 A1 A2 A3 A4 A5 A6 A7 A8 A9 B1 B2 C1 C2

ルートの変更 改変域の最⼩化 道路照明の 低騒⾳振動 ⼯事中の 防⿅柵 ドレスネット スロープ 繁殖期の ヤードの 移植 植⽣ 塩害 光害
項⽬ 橋⻑の延⻑ 最⼩化 型重機使⽤ 濁⽔処理 侵⼊防⽌施設 付き側溝 ⼯事中断 ⽔域復元 復元
1 哺乳類 1.1 コウモリ ○ ○ ○ ○

1.2 シカ ○ ○ ○ ○
1.3 中⼩型哺乳類 ○ ○ ○ ○

2 ⿃類 2.1 全般 ○ ○ ○ ○
2.2 オオタカほか ○

3 両⽣類 3.1 全般 ○ ○ ○ ○
爬⾍類 3.2 エゾサンショウウオ ○ ○

3.3 ○
4 ⿂類 全般 ○ ○ ○
5 底⽣動物 全般 ○ ○ ○
6 甲殻類 ザリガニ ○ ○ ○ ○
7 昆⾍類 7.1 全般 ○ ○ ○ ○ ○

7.2 エゾアカヤマアリ ○ ○
8 植物 8.1 天然記念物 ○

8.2 重要種5種 ○ ○ ○ ○
8.3 植⽣ ○ ○

9 ⽔質 ○ ○ ○
10 塩害 10.1 ⽔域 ○

10.2 植⽣ ○
11 光害 光⾛性昆⾍類 ○

供⽤後
施設・設備

設計段階における配慮 ⼯事中 計画・設計段階における配慮 ⼯事中

検討継続共通対策・交通安全 → 環境モニタリング 個別対策 → 保全措置モニタリングクリック

クリック



国道274号

道道きたひろしま総合運動公園線

盛⼟⼯（3号橋A1橋台）

・道路⼟⼯、排⽔構造物⼯、植⽣⼯
（L=25m）

事業延長 L=1.7km

R6.7〜R6.11

令和6年度 市道⻄裏線の⼯事概要について

3号橋下部⼯（P2・P3橋脚）

・T型橋脚 ２基
（鋼管ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ杭Φ1200㎜、N=16本、12本）

R6.3〜R7.3

盛⼟⼯

・道路⼟⼯、排⽔構造物⼯
（L=110ｍ）
・植⽣⼯

R6.10〜R7.1
盛⼟⼯

植⽣⼯

3号橋上部製作⼯（A1〜P2）
R6.6〜R7.3
・⼯場製作 ２径間

3.その他環境保全に関する事項 ③北広島市︓市道⻄裏線関連 45



• 環境調査の内容︓ 【道道エリア】植⽣復元の基礎資料として外来種調査
法⾯に導⼊する在来種の種⼦を採取・苗育成
植⽣復元⽅法の検討（道道エリア）

【JR以北】令和5年度に移植した植物重要種のモニタリング

• ボールパーク周辺緑地懇談会（R6.11.18）︓（仮称）⻄の⾥緑地の現地確認
市道⻄裏線の全体事業説明
市道⻄裏線の環境調査結果の報告

（仮称）⻄の⾥緑地に係る市⺠アンケート
について

令和6年度 市道⻄裏線における環境保全対策

3.その他環境保全に関する事項 ③北広島市︓市道⻄裏線関連 46

ヤマシャクヤク タマミクリトケンラン イトモ

移植を⾏った植物重要種
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A1橋台

A1橋台

写真①

写真①

A1橋台盛土平面図

CRF種子吹付＋
在来種苗の導入

CRF種子吹付＋
在来種苗の導入

A1橋台盛土断面図

3.その他環境保全に関する事項 ③北広島市︓市道⻄裏線関連

令和6年度 市道⻄裏線ランプ橋A1橋台の植⽣復元について

【植⽣検討会（R6.7.18）における合意事項】・道道きたひろしま総合運動公園線に準ずる。
• 法覆基材がないので、A1橋台盛⼟（302m2）はCRF種⼦吹付により外来種侵⼊を抑制。
• 在来種苗を令和7年度に導⼊するため、今年度は在来種種⼦を採取する（9.15採取済）。

採取したヨツバヒヨドリ種子
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令和7年度以降 ⼯事⽤道路・施⼯ヤードの植⽣復元⽅針

【植⽣検討会(R6.11.28)における合意事項】・道道きたひろしま総合運動公園線に準ずる。
施⼯ヤード（盛⼟および切⼟平坦部）︓法覆基材による復元を基本とする。
・法覆基材が不⾜するため、CRF種⼦吹付および在来種苗の導⼊も併せて⾏う。
・⽊本としてミズナラの種⼦も検討し、復元⼯事約2年前から路線周辺より採集・育苗する。
・⽇照や冠⽔の状況に応じて、ヤナギ埋枝による植⽣復元も検討する。
法⾯（盛⼟）︓法覆基材による復元に併せて、CRF種⼦吹付および在来種苗の導⼊を⾏う。
橋梁下︓⽇照条件が悪いため、

植⽣復元は⾏わない。
復元時期︓⻄裏線供⽤後、令和

10年度を予定。

A1橋台

施工区分
施工ヤード
（切土平坦部）
施工ヤード・法面
（盛土）
橋梁下植生復元方針

3.その他環境保全に関する事項 ③北広島市︓市道⻄裏線関連

植生復元施工区分

図中 場 所 植 生

ｸﾞﾚｰ
施工ヤード
（切土平坦部）

法覆基材
＋CRF種子吹付
＋在来種苗導入
（草本＋木本）

緑

施工ヤード
（盛土）

法面（盛土）

法覆基材
＋CRF種子吹付
＋在来種苗導入
（草本）

黒枠 橋梁下 実施しない


